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L　緒言

　昨年の本総会でPHO／CONによる腎断層像の有用

性について報告したo

　今回は腎疾患を対象として、PHO／CONの他に（π

超音波診断装置など腎の断層面を描出出来る三種類の

断層画像診断法を、腎実質病変の診断に応用し、その

臨床的価値を比較検討したo

ll。装置

　Searユe製PHO／CON　TM　MUlti－Plane　Im
aρ’er　Modcユ　1792，Pfizθr製ACTA　，qcanngr

SF　OIOO、東芝製多目的断層装置SSL－51Cである⊃

皿．対象

　泌尿器科疾患40症例である○同一症例に三種類の検

査を実施し得たものは10症例、いずれか2種類の検査

を実施したもの3u症例である。なお一部副出腎にっい

ても検討を行なったo

w．結論

　PHO／CONによる像は、従来のシンチグラムに深さ

の情報か加わり、腎辺縁部病変の診断精度が高くなるo

腎実質の機能に関する情報が得られる反面、無機能部

の質的情報が得られない。CTは、腎実質、腎孟の変

化tsよびSpace　Oecupying　Lesionの質的診断
にも役立つほか、他の二者に比較して腎とその周囲の

諸臓器との関係が断層面で鮮明に得られるo超音波断

層法は、組織の質的鑑別および経済性と安全性の高い

ことがすぐれている○しかし画像の解像力と再現性に

乏しいo
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　腎移植後のリンパ瘤（lyrnPhocele），血腫，および尿溢

流（urinoma）は，無視できぬ合併症である。今回は，

腎シンチカメラ施行時に，これらの合併症を，・baCkgr・－

ound上の変化として捕えうるか否かを検討したので報

告する。

　北里大学病院で，昭和52年6月までに総計81回の腎

移植がなされた。この中で，術後リンパ瘤と診断され

た4例，尿溢流の1例，およびリンパ瘤などと類似し

たbackgroundの変化を示した3例につき，他の検査法

（超音波断層法，リン有スキヤンなど）と比較検討を

行った。腎シンチカメラは，すべて動態検査として行

われており，使用核種は131エthippura皿（400～50（戸）

および99M［Vo－DTPA（2～4rnei）である。使用装置は

Mclear　Ohicago製HP型シンチカメラである。
　尿溢流のユ例は，術後7日目に生じたもので，99「「！rc

－ DTPAによるカメラ像では，明瞭に描出できず，臨床

上その疑いが強くもたれ，再手術にて証明された。

　リンパ瘤の4例中3例は，腎シンチカメラ上，明瞭

な像は得られなかつた。この3例中2例は，超音波断

層法で明瞭なcyS七ic　pattθrnを示した。この2例に
99mTc－sulfur　cOllOidVaよるリンフォスキヤンを試み

たが，2例とも異常像は示さなかつた。3例中，残り

1例は腎シンチカ．メラでbac］㎏ro皿・dがややcoldに見

える部分はあるが不明瞭で，超音波像も判然とせず，

穿刺などにより診断を確定した。残りの1例は，かな

り大きなリンパ瘤であったが，超音波像では判然とせ

ず，腎シンチカメラ像で，bac㎏roundに明らかlt　eold

areaと尿流の停滞を示し，手術的にリンパ瘤を証明し

た。　この他に前述のようにシンチカメラ上リンパ瘤

と類似の変化を示す例があるが，いずれも尿流の停滞

を認めず，経過観察中である。

　以上の結果およびCoreoranらの報告からも，リンパ

瘤などの合併症の早期発見および診断には，現在のと

ころ一般的に超音波断層像が，シンチカメラ像よりも

優れていると思われる。しかしカメラ像で，たまたま，

これらの合併症を思わせる変化（cold　arθaと尿停滞）

があつた場合は，更に精査を進めるべきと考える。今

後とも症例が得られれば，重ねて検討する予定である。
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